
パート職員 就業規則  

第 1 章 総則 

（目的） 

第 1 条 この規則は、公益財団法人南砺幸せ未来基金（以下「当財団」という）のパー 

ト職員の就業に関する事項を定める。 

（パート職員の定義） 

第 2 条 この規則において「パート職員」とは、期間の定めなく雇用される短時間労働 

者をいう。 

（適用範囲） 

第 3 条 この規則は、当財団に雇用されるパート職員に適用する。 

第 2 章 雇用 

（採用） 

第 4 条 当財団は、選考により、採用を決定する。 

（雇用期間） 

第 5 条 パート職員の雇用期間は、原則、期間の定めなしとする。 

（試用期間） 

第 6 条 採用後６ヶ月を試用期間とする。試用期間中の労働条件は本採用後と同一とす 

る。 

（従事すべき業務） 

第 7 条 パート職員は、採用時に指示された業務に従事する。業務の内容は、当財団の 

判断により変更することがある。 

 

 



第 3 章 労働時間・休憩・休日 

（労働時間） 

第 8 条 パート職員の所定労働時間は、原則 1 日 7 時間、週 35 時間以内とする。ただ

し、業務の都合により、これと異なる時間を定めることがある。 

（休憩時間） 

第 9 条 労働時間が 6 時間を超える場合は 45 分、8 時間を超える場合は 60 分の休憩時 

間を付与する。 

（休日） 

第１０条 パート職員の休日は、次のとおりとする。 

（１） 土曜日、日曜日 

（２） 国民の祝日 

（３） 年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

（４） その他、当財団が指定する日 

（時間外労働） 

第１１条 業務の都合により、所定労働時間を超える時間外労働を命じることがある。 

時間外労働に対しては、第１０条の時間外割増賃金を支払う。 

（年次有給休暇） 

第１２条 パート職員に対しては、労働基準法の定めに基づき、年次有給休暇を付与す 

る。 

第 4 章 給与 

（給与） 

第１３条 パート職員の給与は、時間給とする。 

（時間給） 

第１４条 時間給は、業務内容、能力、経験等を考慮し、個別に決定する。 

 



（時間外割増賃金）  

第１５条 法定労働時間を超える労働に対しては、次の割増賃金を支給する。  

（１） 1 日の労働時間が 8 時間を超えた場合：時間給×1.25 

（２） 深夜（午後 10 時から午前 5 時）の労働の場合：時間給×1.25 

（休日労働割増賃金）  

第１６条 法定休日に労働させた場合は、時間給×1.35 の割増賃金を支給する。 

（給与の計算期間および支払日） 

第１７条 給与の計算期間は毎月 1 日から末日までとし、支払日は翌月の 25 日とする。 

 ただし、支払日が休日の場合は、前営業日とする。 

（給与の支払方法）  

第１８条 給与は、本人名義の銀行口座に振り込む方法により支払う。 

第 5 章 安全衛生 

（安全衛生） 

第１９条 当財団は、労働安全衛生法その他の関係法令に基づき、安全で衛生的な職場

環境の確保に努める。 

（健康診断） 

第２０条 当財団は、パート職員に対し、法令に基づく健康診断を実施する。 

 

第 6 章 その他 

（遵守事項） 

第２１条 パート職員は、就業規則第 5 章（服務）の規定を遵守しなければならない。 

（解雇） 

第２２条 パート職員の解雇については、労働基準法その他の関係法令に従い行う。 

（退職） 

第２３条 パート職員が退職する場合は、退職日の 14 日前までに申し出るものとする。 



（その他） 

第２４条 この規則に定めのない事項については、労働基準法その他の法令の定めると 

ころによる。 

 

 

附則 この規則は、令和７年５月 28 日から施行する。 

 

 


